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令和3年第1回定例 

夕 張 市 議 会 会 議 録 

令和3年3月16日(火曜日) 

午前10時30分開議 

――――――――――――――――――――――― 

◎議事日程 

第 １ 議案第1号ないし議案第7号、議案第9号

及び議案第 12 号(別紙議案内訳のとおり)

及び市政執行方針、教育行政執行方針に対

する大綱質問 

――――――――――――――――――――――― 

◎出席議員（8名） 

    君 島 孝 夫 君 

    小 林 尚 文 君 

    大 山 修 二 君 

    本 田 靖 人 君 

    千 葉   勝 君 

    熊 谷 桂 子 君 

    高 間 澄 子 君 

    今 川 和 哉 君 

――――――――――――――――――――――― 

◎欠席議員（0名） 

――――――――――――――――――――――― 

   午前１０時３０分 開議 

●議長 小林尚文君  これより、令和3年第1回

定例夕張市議会第2日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  本日の出席議員は8名全員

であります。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  本日の会議録署名議員は、

会議規則第125条の規定により 

   熊谷議員 

   高間議員 

を指名いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  この際、事務局長から諸般

の報告をいたします。 

●事務局長 佐藤浩一君  報告いたします。 

 本定例市議会に出席を求めた説明員の一覧につき

ましては、お手元に配付のプリントのとおりであり

ます。 

 以上で、報告を終わります。 

――――――――――――――――――――――― 

「別紙」 

 市長      厚 谷   司 君 

 教育長     小 林 広 明 君 

 選挙管理委員会委員長 

         柳 沼 伸 幸 君 

 農業委員会会長 後 藤 敏 一 君 

 監査委員    西 田 洋 二 君 

◎市長の委嘱を受けて出席した者の職・氏名 

 理事      大 友 秀 樹 君 

 総務課長    芝 木 誠 二 君 

 地域振興課長  福 富 貴 大 君 

 財政課長    押野見 正 浩 君 

 税務課長    池 下   充 君 

 建設課長    鈴 木 茂 徳 君 

 土木水道課長  阿 部 充 雅 君 

 市民課長    佐 藤   学 君 

 保健福祉課長  平 塚 浩 一 君 

 生活福祉課長兼福祉事務所長 

         掘   靖 樹 君 

 消防長     増 井 佳 紀 君 

 消防次長    石 黒 友 幹 君 

◎教育委員会教育長の委嘱を受けて出席した者の

職・氏名 

 教育課長    寺 江 和 俊 君 

◎選挙管理委員会委員長の委嘱を受けて出席した者

の職・氏名 

 事務局長    芝 木 誠 二 君 

◎農業委員会会長の委嘱を受けて出席した者の職・

氏名 

 事務局長    福 富 貴 大 君 

◎監査委員の委嘱を受けて出席した者の職・氏名 

 事務局長    三 浦   護 君 
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◎本議会の書記の職・氏名 

 事務局長    佐 藤 浩 一 君 

 書記      山 下 倫 弘 君 

 書記      相 澤 由 貴 君 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  本日の日程は、お手元に配

付しているプリントのとおりであります。 

 それでは、直ちに日程に従って会議を進行いたし

ます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  日程第 1、議案第 1号ない

し議案第7号、議案第9号及び議案第12号、以上9

議案一括議題といたします。 

 本 9議案につきましては、さきに市長から令和 3

年度市政執行方針、教育長から令和3年度教育行政

執行方針の説明があり、さらに理事から各議案の提

案説明がなされておりますので、これより大綱質問

を行います。 

 質問の順序は、君島議員、大山議員、本田議員、

千葉議員、高間議員、今川議員であります。 

 それでは、君島議員の質問を許します。 

 君島議員。 
●君島孝夫君（登壇）  君島孝夫です。 

 通告に従い、大綱質問をいたします。 

 市政執行方針の中のまちの魅力を磨く（産業振興

と交流人口の拡大）について質問をいたします。 

 令和2年度は、新型コロナウイルス感染症の収束

が見えない状況が続く中、シチズン時計マニュファ

クチャリング株式会社夕張工場従業員の希望退職募

集、マルハニチロ株式会社夕張工場の本年度3月末

での工場閉鎖、夕張リゾート株式会社の倒産といっ

た出来事が相次ぎました。 

 こうした状況において、市政執行方針で市長も触

れられているとおり、まちの魅力を磨きながら地域

の活性化を図っていくことが重要であると考えてお

ります。 

 そこで3点について質問を行います。 

 まず初めに、交流人口の拡大取組について、新た

な人の流れを創出するまちづくりを進めていくため

には、産業振興と交流人口の拡大の取組が重要であ

るとしているが、具体的にどのような取組を進め、

新たな人の流れを創出するのか、市長の考えを伺い

ます。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君（登壇）  ただいまの君島議

員の交流人口拡大の取組に関するご質問についてお

答えをいたします。 

 本市は、夕張岳やシューパロ湖をはじめとする豊

かな自然、夕張メロンをはじめとする特産品、映画

祭などの各種イベント、さらには産業遺産や多目的

な運動施設など、魅力ある地域資源を有してござい

ますが、交流人口の拡大のためにはこうした地域資

源を有効に活用していくことが重要でございます。 

 そうしたことから、一人でも多くの方が夕張に足

を運んでいただけるよう地域資源の魅力の洗い出し

や、さらなる磨き上げを引き続き行いますとともに、

イベント情報等の一元化やふるさと納税、関係人口

といった現在市が行っている他の施策との連動など、

伝わりやすさを意識した積極的な情報発信に努めて

いくことで、新たな人の流れを創出して参りたいと

考えております。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問ありませんか。 

 君島議員。 

●君島孝夫君  以前お話ししたかと思いますが、

今市長が言われた内容ですが、そのとおりだと思っ

ております。 

 関わり人口のみなさまには定期的に情報発信など、

インターネットで情報発信をしていただけると、よ

り一層の交流人口が期待されるのではないかなと思

っておりますので、今後よろしくお願いいたします。 

 次に移ってよろしいですか。 

●議長 小林尚文君  どうぞ。 

●君島孝夫君  コロナ禍における市内イベントの

実施について伺います。 

 新型コロナ感染症の影響により、令和2年度は市
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内イベントの多くが開催見送りとなったが、令和 3

年における市内イベントに対する市長の考えについ

てお伺いいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  君島議員のコロナ禍におけ

る市内イベントの実施に関するご質問にお答えをい

たします。 

 交流人口の拡大において市内イベントの果たす役

割は非常に大きいものである、そのように考えてご

ざいます。令和2年度は議員ご指摘のとおり新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響によりまして、様々

な市内イベントについてやむなく開催が見送られる

といった状況が数多く見られたところでございます。 

 一方で、夕張メロンの食べ放題やゆうばり国際フ

ァンタスティック映画祭など、事前に協議を重ね、

運営形態の変更やオンラインの活用等により開催に

結びついたイベントもございました。現在もなお新

型コロナウイルス感染症の収束が見えない状況が続

いており、状況を注視しながらの対応ということに

なりますが、令和3年度におきましても交流人口拡

大のため様々な工夫により一つでも多くの市内イベ

ントが開催されるよう、関係者の方々と協議を行う

とともに情報発信をはじめとした支援について検討

して参りたい、そのように考えております。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 君島議員。 

●君島孝夫君  令和3年度については、工夫をし

ながら市内イベントが実施されるよう協力していき

たいとのことですが、今後は、既存のイベントはも

ちろんのこと、新たなイベントの実施についても検

討すべきであると考えますが、市長の見解をお伺い

します。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  君島議員の再質問にお答え

をいたします。 

 新たなイベントに対する検討ということでござい

ますが、現状、市内におきましては市が主催してい

るイベントというのはほぼない状況でございまして、

市といたしましては関係者の方々が実施をするそれ

ぞれのイベントに対しまして、人的な支援、あるい

は情報発信の協力、そういったことを行ってきてい

るところがございます。 

 令和3年度につきましては、そのような形をさら

に進めていく上で、今後市内で新しいイベントが立

ち上がる機運がありましたときには、そういったと

ころに市の担当課も含めて積極的に参画をさせてい

ただくことが望ましい、そのように考えております。

●議長 小林尚文君  再質問ありませんか。 

 君島議員。 

●君島孝夫君  ありがとうございます。よろしく

お願いいたします。 

 次に進んでよろしいですか。 

●議長 小林尚文君  進めてください。 

●君島孝夫君  市内の経済対策について伺います。 

 まちの魅力を磨いていくためには、交流人口や関

係人口の拡大と並行して、飲食店や各商店をはじめ

とする市内商工関係の活性化も重要であると考えま

す。 

 市長の見解をお聞きします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  ただいまの君島議員の市内

の経済対策に関するご質問にお答えをいたします。 

 議員ご指摘のとおり、まちの魅力を磨いていくた

めには、交流人口や関係人口拡大の取組のみならず、

商工関係をはじめとする地域経済の活性化を図って

いくことが非常に重要であり、持続可能なまちづく

りを目指す上でも欠かせないことであると考えてお

ります。 

 一方で、令和2年度は道内外において新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大が起こるとともに、年末

にかけましては市内企業等の閉鎖や倒産といった出

来事が相次いで起こるなど、事業者様をはじめとす

る地域経済を取り巻く環境は大変厳しいものとなっ

ております。 

 こうしたことから、市では令和2年度の早い段階

から商工会議所をはじめとした関係者からの情報収
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集に努めますとともに、地域経済の下支えを目的と

いたしました事業者向け給付金をはじめとする緊急

的な支援策の実施や、市内雇用の促進を目的とした

合同企業説明会の開催など、経済と雇用の両面から

重層的かつ機動的に対策を講じてきているところで

ございます。 

 地域経済への影響を最小限にとどめた上で、活性

化につなげることができますよう、引き続き適切に

対応して参ります。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 君島議員。 

●君島孝夫君  新型コロナウイルス感染症の収束

がいまだ見えない状況であるが、今後必要に応じて

さらなる経済支援や追加の支援を実施する考えはあ

りますか。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  君島議員の再質問にお答え

いたします。 

 先ほどの答弁でも申し上げたところでございます

が、市ではこれまで経済と雇用の両面から重層的か

つ機動的に対策を講じてきているところでございま

して、さきの臨時市議会におきましても、プレミア

ムチケット事業をはじめといたしました追加的な経

済対策を行うべく議決をいただき、令和2年度予算

の補正を行ったところでございます。 

 まずはこうした予算措置を行った対策について、

しっかりと着実に実施していくことが肝要であると

そのように考えております。 

 その上で、いまだ新型コロナウイルス感染症の収

束が見えず、今後もその影響が長期化する可能性も

ありますことから、引き続き、商工会議所をはじめ

とした関係者からの情報収集に努めるとともに、状

況に応じた対応について検討をして参りたい、その

ように考えております。 

●議長 小林尚文君  再質問ありませんか。 

 君島議員。 

●君島孝夫君  ありがとうございました。 

 限られた財源の中、令和2年度において、これま

で迅速かつ的確に、事業者支援などの経済対策を取

っていただいたと思っております。 

 引き続き、ぜひ市長には市内経済の状況について

注視していただき、追加の経済支援について必要が

出てきた際には改めて対応を取っていただきたいと

願っております。 

 以上をもちまして、私の質問は終わります。あり

がとうございました。 

●議長 小林尚文君  以上で、君島議員の質問を

終わります。 

 次に、大山議員の質問を許します。 

 大山議員。 

●大山修二君（登壇）  大山修二でございます。 

 通告に従いまして、新型コロナウイルス感染症対

策について質問をいたしますので、よろしくお願い

をいたします。 

 3月 9日、市長は本定例市議会初日に、令和 3年

度に向けての市政執行方針を述べられました。その

冒頭で新型コロナウイルス感染症について触れられ、

昨年2月、新型コロナウイルス感染症対策本部を立

ち上げ、感染拡大防止対策を進め、そして現在、感

染症対策として国が承認したワクチンの接種事業の

準備に取り組んでいると述べられました。 

 このワクチンの接種事業は、国において2月から

国立病院機構系列の医療従事者、3 月からコロナ患

者に関わる医療従事者、そして4月12日から高齢者

という順位で接種をしていくとしてスタートいたし

ましたが、このワクチンの数量確保の関係で、それ

ぞれの接種時期が延びております。 

 また、先週12日、担当大臣が記者会見で欧州連合

の承認が得られれば、5月から毎週500万人、1,000

万回分のワクチンが到着する見込みと述べられてい

ました。ただ、これは見込みであり確定ではない、

こういう状況であります。地方都市に対しての配付

時期についてもいまだ確定はしていなく、市民のみ

なさまも接種時期や数量確保について強い関心を持

っているところでございます。 



令和 3年 1定 2日目 

－24－ 

 そこで、この新型コロナウイルス感染対策につい

て3点質問しますので、ご答弁よろしくお願いいた

します。 

 1 点目ですが、新型コロナウイルスのワクチン接

種の実施体制と接種時期についてお伺いをいたしま

す。 

 先週10日の報道によりますと、4月5日以降に1

箱、約500人、1,000回分のワクチン22箱が北海道

に配付され、札幌市、旭川市を含め22の自治体に配

付されるとありました。 

 ただ、この中に夕張市は入っておりません。夕張

市を含めほかの自治体には4月26日以降、北海道に

配付されるワクチンをまず1箱ずつ配布されるとあ

りました。日程が確定されていない状況でも、配付

されたワクチンを直ちに接種する体制を整えておく

必要があると考えております。 

 そこでこのワクチン接種の実施体制の構築状況、

併せて現時点で夕張市が把握している情報を含め接

種時期についてお伺いをいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君（登壇）  大山議員の新型コ

ロナウイルスワクチン接種に関するご質問にお答え

いたします。 

 初めに、ワクチン接種の実施体制の構築状況であ

りますが、夕張市新型コロナウイルス感染症対策本

部の中に、本年2月にワクチン接種推進部を新たに

設置し、関係機関との調整などに取り組んでいると

ころでございます。 

 また、このワクチンは先ほど議員からもご指摘が

ございましたけれども、本年4月26日の週にワクチ

ン1箱、最大で975回分接種できる量でございます

けれども、これが供給される予定。続けて6月末ま

でには高齢者全てに接種できる数量、これが供給さ

れる予定ということで現時点では国が示しておると

ころでございます。 

 本市では、こうしたワクチン供給スケジュールを

見据えまして、5 月以降に実施できるよう体制確保

に取り組んで参りたいと考えております。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問ありませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  2 月から対策本部の中にワクチン

接種推進部を設置されているというご答弁でしたが、

この実務については保健福祉課で対応するというこ

とでよろしいのでしょうか。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 

 ただいまご質問のございましたワクチン接種推進

部の実務についてでございますが、ワクチン接種に

つきましては、限られた期間の中で多岐にわたる業

務を遂行する必要がございます。したがいまして、

保健福祉課のほか生活福祉課、市民課、地域振興課

が連携をいたしまして、この実務に対応することを

予定しております。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  ありがとうございます。 

 4 課で対応するということでありますが、職員の

みなさまも通常業務のある中ですが、全庁的な連携

を図りながら対応していただきたいと、このように

思います。 

 また、ワクチンの接種時期、配付数量等について

は北海道との連携を密にしながら情報を共有し進め

ていただきたいと、このように思っております。 

 次に、2 点目ですが、このワクチンの接種会場に

ついてお伺いをいたします。 

 接種会場については、今月6日の報道で夕張市で

は個別接種と集団接種併用で実施するとありました。 

 この個別接種は、市内の医療機関で実施をする予

定なのか、併せて集団接種は1か所なのか、あるい

は数か所で実施するのかお伺いいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  大山議員の新型コロナウイ

ルスワクチン接種会場に関するご質問にお答えをい
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たします。 

 本市では、市が接種業務を委託した医療機関で実

施する個別接種と公共施設で実施する集団接種、こ

の両方を実施したいと考えております。 

 まず、個別接種の実施につきましては、市内各医

療機関と調整中でございます。 

 次に、集団接種の会場につきましては、密を避け

るための空間の確保、市内交通アクセス、人口分布

の視点を踏まえまして、1 会場で実施の予定をして

おります。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  ありがとうございました。 

 集団接種の会場は1か所というふうに答弁されま

したが、まだ接種期日は確定されておりませんが、

今の時点でこの1か所は公表されても問題ないでし

ょうか。もし問題ないとすれば、予定されている接

種会場をお願いいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  大山議員の再質問にお答え

いたします。 

 集団接種の場所についてでありますが、先ほどお

話をさせていただきました、いわゆる視点を踏まえ

た会場ということで、現在、拠点複合施設「りすた」

とする方向で関係機関と調整をしているところでご

ざいます。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  ありがとうございます。 

 次に、このワクチンの接種については、個別接種、

集団接種とあるわけですが、市民のみなさまがどう

いう基準でこれを選択すればいいのか、そこのとこ

ろをお伺いいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  大山議員の再質問にお答え

いたします。 

 個別接種と集団接種のどちらを市民の皆さんが受

ける、優先すべきかということについてでございま

すけれども、まずかかりつけ医につきましては、そ

れぞれ患者さん一人一人に関する基礎疾患ですとか

アレルギー疾患など、ワクチン接種に欠かせない診

療情報をお持ちでいらっしゃいます。このことから、

定期的に通院をされている方につきましては、基本

的に個別接種の利用をぜひご検討いただきたいと考

えております。 

 なお、定期的に通院をしていない方につきまして

は個別接種、集団接種のいずれの利用も可能となっ

てございます。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  ありがとうございます。 

 集団接種の実施に当たりまして、ここについては

医療スタッフ、さらには受付等のスタッフ、これら

の対応についてどのように対応するのかお伺いをい

たします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  大山議員の再質問にお答え

いたします。 

 集団接種の際の人員確保の見通しでございますけ

れども、ただいま議員ご指摘のとおり、集団接種に

は医師、看護師などの医療従事者が必要となります

ことから、夕張市医師会や市立診療所の指定管理者

であります豊生会に対しまして協力の要請を行って

おります。 

 なお、受付などの事務につきましては、庁内各課

で連携して対応して参りたいと考えております。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  ありがとうございます。 

 このことについては、医師会との連携を十分図り

ながら進めていただきたいと思いますし、事務的な

ことについては、先ほどもお願いしたとおり、全庁

的に連携を取りながら進めていただきたいと、この

ように思っております。 
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 次、3点目ですが、このワクチンの実施に当たり、

接種の優先順位についてお伺いをいたします。 

 国の大きな指針では、医療従事者、高齢者、基礎

疾患のある方、一般の方となっておりますが、夕張

市ではこの国の指針に沿って実施をしていくのか、

この点をお伺いいたします。 

 また、併せてワクチンが分散して配付されること

も想定されますが、この場合の優先順位をお伺いい

たします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  ただいまの大山議員の新型

コロナウイルスワクチン接種の順位に関するご質問

にお答えいたします。 

 新型コロナウイルスワクチンは、国が示す接種順

位に従いまして、道が医療従事者の接種を調整し、

次に市が高齢者の接種を実施いたします。 

 議員ご指摘のとおり、ワクチンが分散して供給さ

れますため、市に高齢者向けとして供給されるワク

チンが在庫不足にならないよう供給量に応じた接種

を進める必要がございます。 

 本市といたしましては、高齢者の生活環境や年齢

など、重症化や集団感染のリスクを鑑みまして、ま

ずは高齢者施設入所者等から順に接種することを検

討しております。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  ありがとうございます。 

 ただいま医療従事者のワクチン接種についてあり

ましたが、具体的にはこの医療従事者の接種という

のはどのように進めるのかお伺いをいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  ただいまの大山議員の再質

問にお答えをいたします。 

 医療従事者への接種の具体的な対応でございます

けれども、本市医療従事者への接種は、北海道がワ

クチンの配分と接種場所を調整しておりまして、市

と連携の上、本年4月に行われる予定でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  それでは次に、施設の入所者を優

先するということでありましたが、これは特別養護

老人ホーム等の大規模施設や、また、グループホー

ム等の小規模施設が全て対象ということでよろしい

でしょうか。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  大山議員の再質問にお答え

いたします。 

 ただいまご指摘のあったとおり、そのようにご理

解をいただいてよろしいということでございます。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  それでこの施設の入所者の中には

寝たきりの方、重度の認知症の方、あるいは歩行困

難な方など様々な方が入所されております。これら

の方々をどのように対応されるのかお伺いをいたし

ます。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  大山議員の再質問にお答え

いたします。 

 介護施設入所者に対します接種方法についてでご

ざいますけれども、介護施設等につきましては医師

が施設に巡回して接種をすることが可能になってお

りますことから、現在、対象者数の把握やワクチン

の配分など、関係機関と調整を行っているところで

ございます。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  その辺については連携を取りなが

ら進めていただきたいと思いますし、各施設には様々

な容体の方が入所されておりますので、施設従事者

との連携を取りながら対応されることをお願いいた

します。 

 次に、夕張市には4,000人近くの高齢者がおりま

す。この方々がワクチンが分散されて配付された場



令和 3年 1定 2日目 

－27－ 

合、高齢者の中でも優先順位を決めていかなければ

ならない、このように思っておりますが、このこと

についてはどのようにお考えかお伺いいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  大山議員の再質問にお答え

いたします。 

 高齢者に対する接種の優先順位についてでありま

すが、先ほども答弁させていただいたところでござ

いますけれども、高齢者施設入所者等から順に接種

を進めていく予定でございまして、その後、在宅の

高齢者におきましても、生活環境や年齢など、重症

化や集団感染のリスクに鑑み接種順位について検討

をして参りたいと考えております。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  分かりました。いろいろなパター

ンを検討しているということでありますけれども、

これにつきましては市民のみなさまに理解をいただ

けるような内容で検討をしていただきたいと、この

ように思っております。 

 いずれにいたしましても、これから予診票や接種

券を配付されると思いますが、夕張市は先ほども申

し上げましたとおり高齢者が多い環境にありますの

で、理解のしやすい内容での周知をしていただきた

いと、このことをお願い申し上げ、私の質問を終わ

らせていただきます。ありがとうございました。 

●議長 小林尚文君  以上で、大山議員の質問を

終わります。 

 次に、本田議員の質問を許します。 

 本田議員。 

●本田靖人君（登壇）  本田靖人でございます。 

 通告に従い、大綱質問を進めさせていただきます。 

 まず教育行政執行方針の中の、健やかな身体を育

む教育の推進についてお伺いをして参ります。 

 1 点目に、児童生徒の体力・運動能力の向上につ

いてということで、教育長は教育行政執行方針の中

で、一昨年度の全国体力運動能力テストにおいて、

本市の児童生徒が複数の種目で全国・全道平均を上

回る結果を得たのは、これまでの取組の一定の成果

の現れだと述べられております。 

 そこで、子どもたちの体力運動能力向上のために、

これまでに取り組んでこられた具体的な内容と運動

能力向上につながった要因に関する教育長の見解に

ついて伺います。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 小林広明君（登壇）  ただいまの本田

議員の児童生徒の体力運動能力の向上についてのご

質問にお答えします。 

 一昨年実施されました全国体力運動能力テストで

は、対象の小学校5年生では長座体前屈や握力など

4種目で、中学校2年生では上体起こし、50メート

ル走、立ち幅跳び、ハンドボール投げなど5種目で

それぞれ全国全道平均を上回る結果となりました。 

 ただ、そのご質問にございますそれらの要因につ

きましては、正規に調査分析等は行っておりません。

したがいまして、不確かではありますけれども、例

えば小学校においては、体育館に体力テストゾーン

という一画、コーナーを設置しておりまして、休み

時間等に児童が自由に、自主的にその体力テストの

種目の運動の練習が可能となる環境を整備しており

ます。また、体育の授業の準備運動においてはスト

レッチ体操を多く取り入れたことなどが考えられま

す。 

 また、中学校においては、子どもたちのアンケー

ト調査があるのですけれども、部活動ですとかスポ

ーツクラブ以外で運動する機会が多いというふうに

生徒は回答しております。また同じように、その調

査で授業中にそういう体力運動能力を高める運動を、

個別に要領やポイントについて教師が伝えるなどの

取組を行うことによって、これまでできなかったこ

とができるようになったというような回答が多く寄

せられており、こういったようなことが好結果を生

む要因になったのかなというふうに判断しておりま

す。 

 今後も引き続き、こうした環境整備や取組を継続

しながら、子どもたちの体力運動能力の向上に努め
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て参りたいと考えております。 

 以上です。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  小学校の体育館に設置されている

体力テストの練習ゾーンですか、テストゾーン、私

も拝見したことありますが非常に有効だということ

ですので、今後も継続していただければというふう

に思います。 

 令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響

で、当該能力テストが実施されなかったことから、

体力運動能力の状況を客観的に把握することが難し

い状況でありますが、長期間にわたった臨時休校休

業や新しい生活スタイルを模索する中で、子どもた

ちの生活も大幅に制限された部分があり、体力や運

動能力が低下している可能性が高いものと推察いた

します。 

 今後は、新型コロナウイルス感染防止対策を徹底

しながら、子どもたちが元気に動き回り体力運動能

力を向上させていく環境整備が必要になってくると

考えますが、その点についての教育長の考えを伺い

ます。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 小林広明君  ただいまの本田議員の再

質問におけます、今後の環境整備に関わるご質問に

お答えします。 

 今、本田議員からもご指摘ありましたとおり、現

在のこのコロナ禍の環境においては、感染をしない、

させないということが最重要課題であり、学校の新

しい生活における行動基準に従って体育の授業も行

わなければならないことから、体育の授業の体育館

の中で密にならないですとか、身体接触を伴わない

ようなそういった運動を多く取り入れなければなら

ないと考えております。 

 例えば縄跳びの練習機会を増やすなど、個による

運動実践でそれらを可能とする取組を進めて参りた

いというふうに考えております。 

 以上です。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  運動すればどうしても飛沫の可能

性も上がるということで、縄跳びなど個の運動でと

いうことで今お話ございましたが、なかなか対策も

難しいことがあろうかと思いますが、ぜひ機会を失

わないように、子どもたちが体を動かせるような環

境づくりに引き続き務めていただければというふう

に思います。 

 続いて、2 点目の部活動の運用について質問をさ

せていただきます。 

 先ほど来質問していますとおり、私は児童生徒の

体力運動能力向上は非常に重要だというふうに考え

ている中で、少年団活動や運動部活動の活性化が非

常に有効であるというふうに考えています。 

 しかしながら、人口減少の進む本市においては、

子どもの人数も年々減少傾向にあることなどにより、

特にチームスポーツにおいては参加する児童生徒数

が不足し競技の継続が難しくなっているものも出て

きております。 

 また、中学校の部活動においては生徒のバランス

の取れた学校生活や、教師の部活動指導における負

担軽減による働き方改革を推進するために、北海道

教育委員会から北海道の部活動の在り方に関する方

針が出され、夕張中学校においてもこれに基づき部

活動に係る活動方針を策定した上で運営が実施され

ているところであります。 

 これらの方針により、夕張中学校の部活動におい

ては平日1日以上、週末1日以上の週当たり2日以

上の休業日を設けること。活動時間においては、平

日2時間程度、学校の休業日は3時間程度と定めら

れています。 

 私が学生時代に毎日部活動に明け暮れていた時代

と比べると、活動範囲が大幅に制限されている現状

であり、部活動に懸命に取り組みたいと考えている

生徒にとっては物足りなく感じているような声も聞

かれますが、そこは時代の変化もあり仕方のない部

分もあるとは認識しています。 
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 限られた時間でいかに有効な練習や活動を実施し

ていくのかを、自ら考え取り組んでいくことも子ど

もたちが成長していく上で重要だと認識しています。 

 これらの方針の目的には、教職員の部活動指導に

おける負担軽減による働き方改革の推進や、教師の

部活動指導における負担が過度にならないように配

慮することが挙げられています。 

 教職員の負担軽減というある意味大人の事情で、

子どもたちの部活動を通しての成長の機会をある程

度制限せざるを得ない状況については、個人的には

非常に残念に感じています。 

 文部科学省は、令和2年9月に学校の働き方改革

を踏まえた部活動改革を発表し、令和5年をめどに

休日の部活動を段階的に地域へ移行するとしました。

本市においては、平成30年度及び令和元年度の教育

行政執行方針の中で、教職員の働き方改革の観点か

ら、道教委が実施している外部指導者活用事業を活

用するとされていました。 

 そこで、教職員の働き方改革の観点から、教員に

代わって部活動を指導する部活動指導員や、教員と

共に部活動指導等に携わる外部指導者の導入を考え

ていらっしゃるのか、教育長の考えを伺います。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 小林広明君  ただいまの本田議員の部

活動の運用に関わるご質問についてお答えします。 

 部活動指導員あるいは外部指導員の導入に関わっ

ては、先ほど本田議員がご指摘あったように、スポ

ーツ庁及び文化庁では生徒にとって望ましい部活動

の環境構築と学校の働き方改革も考慮した、さらな

る部活動改革の推進を目指し、学校と地域が協働、

融合した部活動の具体的な実施方針とスケジュール

を、学校の働き方改革を踏まえた部活動改革として

取りまとめ、各都道府県教育委員会に送付したとこ

ろであります。 

 この通知は、令和5年度からを目途に休日におけ

る部活動の段階的な地域移行の全国展開に結びつけ

たいとする文部科学省の基本的な考え方がその根底

にありますけれども、本市にあっては、部活動指導

員あるいは外部指導員の確保に関しまして、非常に

その人材確保等に困難な状況が現在あるという状況

であります。 

 このような状況は、本市に限った事例ではないこ

とを踏まえて、今後同様の悩みを抱えている自治体

における取組事例などを参考にしながら、地域スポ

ーツクラブの活用ですとか、地域移行が可能である

かなどについて検討をしていかなければならないと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  ただいまのご答弁に、地域スポー

ツクラブへの移行というお言葉が出て参りました。 

 本市には総合型地域スポーツクラブが存在してお

りますが、前教育長の方針の中では、総合型地域ス

ポーツクラブへ部活動を移行する準備を進めるとい

うふうにしていたことがございました。先ほどの小

林教育長の答弁の中にも、地域スポーツクラブとい

う文言が出て参りましたが、そこら辺との関わりに

ついて現段階でどのようにお考えになっているのか

お聞きします。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 小林広明君  ただいまの本田議員の再

質問にお答えします。 

 前教育長の総合型地域スポーツクラブへ部活動を

移行する準備を進めるというふうに答弁していたそ

の方針は、そのとおり継続しなければならないのか

なというふうには考えております。ただ現状として、

先ほども申し上げたとおり、本市における地域にお

けるそういった人材確保、ここが困難な状況となっ

ていることから、繰り返しになりますけれども他の

周辺の自治体における取組も参考にしながら、地域

移行が可能であるかどうかも含めて検討しなければ

ならないというふうに考えております。 

 以上です。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 
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●本田靖人君  次に、2 件目に質問を移って参り

ます。 

 2 件目、社会教育、生涯学習の振興についてお伺

いして参ります。 

 今、1 件目の最後のところにも出て参りました総

合型地域スポーツクラブに関する質問でありますが、

このスポーツクラブへの支援実績についてお伺いし

て参ります。 

 総合型地域スポーツクラブへの支援実績について

ですが、本市には2019年2月にユるっとゆうばりス

ポーツクラブが設立されました。ボクシングや卓球、

バドミントン、ウォーキングなどの競技メニューが

ありまして、本年3月10日現在で136名の市民が日

頃から汗を流されています。 

 令和2年度教育行政執行方針の中で、教育長は総

合型地域スポーツクラブの活動をより一層推進させ

ていくとされておりましたが、スポーツクラブ設立

準備段階から今日に至るまでの本市のサポート体制

について伺います。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 小林広明君  ただいまの本田議員の総

合型地域スポーツクラブのサポートについてのご質

問にお答えします。 

 まず、総合型地域スポーツクラブの設立に当たっ

ては、自立したクラブづくりが基本目標でありまし

た。 

 市といたしましては、当該クラブの活動が軌道に

乗るまでの間、必要なサポートを実施していく方針

の下、地域おこし協力隊員の採用と配置を行って参

りました。現在も1名の地域おこし協力隊員を配置

しており、当該クラブの活動補助等に従事しており

ます。また、市として当該クラブの活動について、

広報ゆうばりに掲載するなど、市民に周知している

ところであります。 

 以上、こういったようなサポートを行っていると

いうことになります。 

 以上です。 

●議長 小林尚文君  再質問ありませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  これまでの取組について今ご答弁

いただいたところですが、令和3年度の教育行政執

行方針の中では、当該スポーツクラブについてサポ

ートを行っていくというふうにしています。令和 2

年度には、より一層推進させていくとしたことに比

べると若干トーンダウンしたようにも受け取れます

が、令和3年度のサポート体制に何かしらのこれま

でとの変更があるのか、現段階での検討状況につい

て伺います。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 小林広明君  ただいまの本田議員の再

質問にお答えします。 

 令和2年度の教育行政執行方針と令和3年度の教

育行政執行方針の文言の差で、トーンダウンしたの

ではないかというご指摘がありますけれども、先ほ

ど答弁いたしましたとおり、この総合型地域スポー

ツクラブの設立趣旨について、自立したクラブづく

りということを基本として参りました。 

 本田議員が先ほどご指摘しましたユるっとゆうば

りスポーツクラブの活動にいたしましては、クラブ

のほうで主体的に自主的な活動を行っているという

ことを踏まえて、教育委員会としていたしましては、

教育委員会が独自に何か行うのでなくて、やはりそ

ういうクラブの自主性を重んじながらしっかりその

側面からサポートしていこうと、そういう趣旨であ

ります。今年度も先ほど述べましたとおり、地域お

こし協力隊員1名おりますし、また、何度も言いま

すけれども、自立したスポーツクラブの活動を基本

として、引き続きこの人的なサポートや運営委員会

への教育委員会職員の参加、派遣、協力、こういっ

たようなことを行っております。令和3年度も令和

2 年度と変わらず、しっかりとサポートして参りた

いというふうに考えております。 

 以上です。 

●議長 小林尚文君  再質問ありませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  これまでと変わらず支援していく
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というお話でしたが、1 件目の部活動に関する質問

ともちょっと関連してくる部分あるのですが、将来

的に、文部科学省の出されている指針としては、令

和5年度までに週末の部活動を地域に出していく方

向というような方向性が出されています。先ほど人

材の確保が難しいんだというお話もあった中で、総

合型地域スポーツクラブが将来的に夕張中学校の部

活動の受皿となり得る可能性があるのではないかと。

現段階では、中学校の部活動とスポーツクラブの競

技が合致する部分がないという課題がありますが、

その辺も含めて将来的に受皿とする可能性のあるス

ポーツクラブを支援していくという考え方も必要な

のではないかと私は考えるのです。 

 先ほどご答弁の中にもありましたが、本年度も地

域おこし協力隊が 1名配置されていますが、あと 1

年なんですね。令和4年度以降については、この場

で話すべきことでもないのかもしれませんが、ここ

に補助また新たに地域おこし協力隊を配置するとな

れば、令和3年度中にそういった人材の募集に係る

手続や募集活動が必要になってくるかと思うのです

が、その辺について教育長のお考えをお聞きします。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 小林広明君  ただいまの本田議員の再

質問にお答えします。 

 まさに議員ご指摘のとおり、令和4年度以降のそ

ういった体制の在り方につきましては、教育委員会

内あるいはユるっとゆうばりスポーツクラブ等とも

しっかりと連携を図りながら今後の運営の在り方や

令和5年度以降の部活動への支援が果たして可能か

どうかも含めまして、しっかりと検討していかなけ

ればならない課題だなというふうに押さえておりま

す。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  今、一例として中学校の部活動の

件を挙げてお話をさせていただきましたが、学生に

限らず、生徒に限らず、市民皆さんが汗を流すいい

機会をつくっている場所だと思います。もちろん自

立を促すということも重要だと思いますので、ぜひ

協力体制を取って事業の支援、サポートを進めてい

ただければというふうに考えます。 

 続きまして、2 点目の拠点複合施設「りすた」の

賑わい創出について質問させていただきます。 

 教育行政執行方針の中で、子どもから大人まで全

ての市民が学べる生涯学習の実践と潤いある生活実

現のための社会教育事業の推進は極めて重要だとし

まして、拠点複合施設「りすた」の賑わい創出を目

指すという方向性を示されております。そこで「り

すた」の賑わい創出に向けた取組内容について何点

か質問したいと思います。 

 まず1点目に、「りすた」の賑わい創出に向けて、

未来をつくる市民学習講座事業などの社会教育事業

の企画運営などを通して、市民の学びの場として積

極的に提供していくというふうにされました。そこ

で、未来をつくる市民学習講座事業とは具体的にど

のような事業なのかお伺いいたします。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 小林広明君  ただいまの本田議員の拠

点複合施設「りすた」の賑わい創出についてのご質

問にお答えします。 

 市民待望の施設でありました「りすた」の開設は

大きな期待を持って迎え入れられたものと認識して

おります。本施設は文字どおり多機能型施設であり

ますが、文化や芸術振興に大きな役割を持つ施設で

もあります。また、拠点と位置づける地区に建設し

た経緯を踏まえれば、常に市民の憩いの場としても

活用され賑わいがある施設でなくてはならないと考

えております。しかしながら、昨年、施設開設後は

コロナ禍の影響もあり、賑わいを創出するような取

組もできないまま1年が経過したというのが実感で

あります。 

 令和3年度におきましては、こうした状況を踏ま

えて、議員からのご質問にあるとおり、何点かご質

問といいますか、まず1点目の件につきましてお答

えしますが、社会教育事業として、りすたチャレン

ジ協働事業を実施いたします。 
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 「多世代交流の場として市民が主体となって築き

上げている施設」、「子どもの賑わいが循環する安

心で安全な施設」、「多様な活動を生み出すフレキ

シブルで開放的な施設」というコンセプトに従って、

市民あるいは団体が創意工夫にあふれたまちづくり

事業を提案し、行政との協働で進めていこうとする

ものであります。提案、申請のあった市民団体には、

幸福の黄色いハンカチ基金助成事業に準じて活動支

援を行おうと考えております。 

 この事業効果は単に施設の賑わい創出のみならず、

商業活動のスタートアップ事業にもなり得るものな

のかなとも考えております。 

 まず1点目の質問に対してお答えいたしました。 

 以上です。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  未来を創る市民学習講座事業の内

容についてお伺いした中で、りすたチャレンジの協

働事業という文言が出て参りましたが、それらも含

めて市民の学習講座事業という考え方で間違いない

でしょうか。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 小林広明君  ただいまの再質問につい

て、そのとおりと認識していただいて構いません。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  次、2 点目の市民サークル等と連

携して実施することとしている郷土愛教育事業の内

容と予定されているスケジュール感についてお伺い

します。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 小林広明君  本田議員の再質問にお答

えします。 

 2 点目ということで、郷土愛教育事業の内容とス

ケジュール感についてのご質問ですけれども、コロ

ナ禍の中で大人数、多人数で行う事業展開はちょっ

と難しいのかなということを踏まえて、野外で行う

事業として、幼児や児童生徒、高齢者を含む地域住

民の方々が共に協働して植花体験活動を行うという

ことを計画しております。 

 これについては、特別な知識や能力がなくても気

軽に参加できるものであることから、自然体験を通

じて世代間交流を深めていきたいと考えております

し、植花を通じて本市の風土を体験して、郷土愛の

醸成につなげていきたいというふうに考えておりま

す。 

 また、スケジュール感につきましては、花、植物

の育成になりますので、4月から 7月をめどに 3回

ほど行う計画を今立てておるところであります。 

 以上です。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  事業については分かりました。 

 次、3 点目の子どもや子育て世代の「りすた」利

用増に向けた活用促進策についてというところの質

問をさせていただきたいというふうに思うのですが、

今年度の教育行政執行方針の中には新たな社会教育

事業等多々出て参りまして、強く推進していこうと

いう教育委員会また教育長の思いが伝わってきてい

るところでありますが、あとはこれらの取組をより

実のあるものとするためには、より多くの市民、特

に子どもや子育て世代にご参加いただくことも重要

だというふうに考えます。 

 そこで、子どもや子育て世代の「りすた」利用増

に向けた、活用促進策についてどのようにお考えな

のか伺います。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 小林広明君  ただいまの本田議員の再

質問、3 点目のということで、子どもや子育て世代

の「りすた」利用増に向けた利用促進策についての、

ご質問にお答えします。 

 これは、「りすた」内にある子育て支援スペース

ゆうばりっ子ひろば、これの活用を検討した上で事

業展開を行うものであります。幼児が学ぶための遊

具や玩具が不足している実態を踏まえ、これらを整

備することはもとより、親子ヨガ教室や音楽リズム
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の会の活動や絵本読み聞かせ、赤ちゃんのふれあい

遊びの会の活動、お父さんのための育児講座開設、

こういったソフト事業の実施に必要な講師の招聘な

どの経費について予算反映をいたしたところであり

ます。 

 このような取組によって、少子化や核家族化の進

行、地域のつながりの希薄化など、子育て中の親の

育児への不安感などを払拭し、親子のふれあいや保

護者同士のつながりの醸成に結びつけていきたいと

考えております。 

 以上です。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  ゆうばりっ子ひろばを活用して、

乳幼児をメインとして、小さなお子様を抱える親御

さんが使いやすい環境ということで、設備的には非

常に充実しているなというふうに私も感じていると

ころですが、ちょっと学年を上げて、小中学生の利

用についてお伺いしたいのですが、小中学生の放課

後、平日学校が終わった後、放課後の「りすた」の

利用についてなのですけれども、拠点複合施設を建

設するに当たって市民検討委員会の中で様々な機能

について議論を進めてきました。私もその中の子ど

も・子育てチームの中に参加させていただいて議論

いろいろさせていただいたのですが、その中で、特

に小学生が放課後、授業が終わった後、この「りす

た」に立ち寄って居住地域が離れている仲のよいお

友達と遊ぶ機会がつくれるのではないかということ

で、非常に構想の中で歓迎されていた部分もありま

した。 

 しかし実際に、課題としては小学校から「りすた」

までの移動手段ですとか、放課後の子どもたちの安

全確保といった部分の課題もあるということで議論

をしてきた中で、正式な回答としてはまだ得られて

いなかったと思うのです。詳しくは実際に「りすた」

が開業した後、供用開始の後に小中学校の校長先生

も含め、学校全体でどう取り組んでいくのか、子ど

もたちの放課後利用のルールをどう運用していくの

かということは検討していくという段階まで私は認

識しているのですが、現在、小中学校のルールとし

ては、放課後の「りすた」の利用についてはどのよ

うな状況になっているのかお伺いします。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 小林広明君  ただいまの本田議員の再

質問であります小中学生の放課後等の活用について、

若干お答えをいたします。 

 いろいろなご指摘ありましたが、まずその利用に

ついてのルールづくり等における検討まだ進んでお

りません。小学校からは、議員ご指摘のとおり、下

校後のバスの進行方向等によって、なかなか小学生

児童が「りすた」に集うということにはならないの

が現状であります。中学生はまさにその通学バスを

利用している生徒にとりましては、「りすた」が発

着場所でありますので、朝の登校時、下校時におけ

るバス待ちの状況、バスを待っている間に図書です

とか学習室を利用する様子、そういった姿が見られ

ますが、小学校については残念ながらそういった状

況は見られません。 

 そこで、長期休業中特に今回の冬休み中なのです

けれども、小学校に呼びかけまして案内を出しまし

て、どうぞ小学生のみなさんと、特に、先程申し上

げましたゆうばりっ子ひろばについては乳幼児から

小学生まで自由に中に入って利用してくださいとい

う規定になっていますので、その旨を小学校通して

児童に周知を図り、長期休業中におきましては複数

の子どもたちがゆうばりっ子ひろばや図書コーナー

で、「りすた」を利用していたという姿が見られて

おります。 

 したがいまして、現状としてはそういったような

ところでありますので、今後は議員ご指摘のとおり、

小中学生がもっと「りすた」を訪れて中を活用する、

中で集う、にぎわいを創出していくというようなこ

とについて、小中学校とも連携しながら検討をさら

に進めていかなければならないというふうに考えて

おります。 

 以上です。 
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●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  次、3 件目に質問を移らせていた

だきます。 

 次、市政執行方針の子どもたちの可能性を拡げる

について質問をして参ります。 

 まず、「子育て世代包括支援センター」について

伺います。 

 市長は行政執行方針の中で地域の全ての子どもを

大切に守り育てることを目的に、安心して出産、子

育てできるよう子育て世代への包括的な支援を行う

子育て世代包括支援センターを設置するとしていま

す。 

 子育て世代包括支援センターが担う具体的な業務

と所管する部署及び開設時期についてお伺いします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君（登壇）  本田議員の子育て

世代包括支援センターに関するご質問にお答えいた

します。 

 初めに、具体的な業務についてでありますが、こ

れまで母子保健法に基づき保健師が妊産婦及び乳幼

児とその保護者から、妊娠、出産、子育てに関する

相談を受け、保健指導や情報提供などを行ってきた

ところでございます。 

 平成29年9月に北海道より、子育て世代包括支援

センターを道内全ての市町村において設置、促進す

るよう通知があったところでございまして、本市と

しても従前の取組に加え、必要に応じ新たに助産師

による専門的な個別支援を行い、相談支援を強化す

るなど子育て世代に寄り添い、より丁寧な支援を行

うべく子育て世代包括支援センターを設置するもの

でございます。 

 なお、この業務の所管は保健福祉課でございまし

て、本年4月に開設したいと考えております。開設

に当たりましては、プライバシー保護など相談環境

の整備に取り組んで参りたいと考えております。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  次、2 点目、「子ども家庭総合支

援拠点」についてお伺いします。 

 市長は、さきに私が質問しました子育て世代包括

支援センターと併せて子ども家庭総合支援拠点を設

置し、児童相談所と連携して特に支援が必要な家庭

に対して、相談支援体制を強化し、母子健康施策と

子育て支援施策との連携を図り、安心して子育てで

きる環境づくりに取り組んでいくとしています。 

 この、子ども家庭総合支援拠点が担う具体的な業

務と所管する部署及び開設時期について伺います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  ただいまの本田議員の子ど

も家庭総合支援拠点に関するご質問にお答えいたし

ます。 

 初めに、具体的な業務についてでございますが、

児童福祉法などに基づき市町村は子どもの最も身近

な地域で、子ども及び妊産婦の福祉に関する支援業

務全般を適切に行わなければならないということが

義務化されております。特に、虐待相談を受けた児

童相談所が在宅支援という判断をしたケースにおい

て、その後、重篤な虐待事例となることが少なくな

いため、在宅支援の強化を図ることがこの制度に盛

り込まれているところでございます。このことによ

りまして、これまで以上に児童相談所との円滑な連

携が求められますことから、生活福祉課が主担当と

なり子ども家庭総合支援拠点を4月に開設をいたす

ところでございます。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  今、市長にご答弁いただいた子ど

も家庭総合支援拠点が担う業務については、これま

でにない全く新しい業務ということではないという

ふうに思うのですが、これまで当該業務を担当して

きたのはどこの部署になるのでしょうか。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  本田議員の再質問にお答え

いたします。 
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 これまでの業務の担当でございますけれども、こ

れまでは拠点複合施設「りすた」におきまして、教

育課子ども・子育て支援係に所属する家庭児童相談

員が担当をしていたところでございます。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  次、3 点目に、今質問しました二

つの施設、「子育て世代包括支援センター」及び「子

ども家庭総合支援拠点」の設置場所ですね、どこに

設置するのか。また、そこを選んだ理由についてお

伺いします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  本田議員の子育て世代包括

支援センター及び子ども家庭総合支援拠点を設置す

る場所に関するご質問についてお答えをいたします。 

 子育て世代包括支援センターは保健師の配置が必

要でございまして、子ども家庭総合支援拠点につき

ましては、保健師を配置する保健部局との連携強化

が必要でありますことから、これらの業務を本庁舎

2階で実施したい考えでおります。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  今ご答弁のとおり、これらの新た

な相談窓口については、本庁舎2階に設置をすると

いうことでありますが、「りすた」には要は子ども・

子育てのためでもある拠点複合施設「りすた」とい

う位置づけがある中で、また、これまでは子ども家

庭総合支援拠点に関しては教育課子ども・子育て支

援係で担ってきたということも踏まえ、この本庁舎

2 階に設置するとしたこの二つの窓口を「りすた」

に設けようという検討はされたのでしょうか。それ

をされた上で、やっぱり本庁舎2階だなというふう

に判断された理由について市長の考えを伺います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  本田議員の再質問にお答え

をいたします。 

 現在、保健福祉課に配置している保健師の配置替

えを行ってということの検討についてということで

ございますが、子育て世代包括支援センターを設置

するに際しまして、保健師さんの新たな採用という

ことも含めまして拠点複合施設「りすた」に配置が

できないものかということについても検討をしてき

た経過がございます。そのような状況ではあるので

すけれども、保健師さんについては現時点で新採用

による人材確保が残念ながら困難という状況でござ

いまして、現行の体制の中つまりはほかの保健業務

と一体的にこれらの事業を推進していくことが効率

的かつ有効的で効果的であるというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  本庁舎2階に結果的に設置を決め

た理由としては、保健師さんの採用が困難だという

人的な課題があるというようなご答弁だったかと思

うのですけれども、私としましては子育て世代包括

支援センターと子ども家庭総合支援拠点の設置場所

について、次に挙げます理由から再考をお願いした

いというふうに考えています。 

 まず1点目は、拠点複合施設「りすた」にも子育

て支援窓口が存在する、今後も残るというふうに委

員会の中で説明を受けていることから、窓口ごとの

受付業務の違いが非常に分かりづらく、市民特に子

育て世代の方々の混乱を生じさせる可能性が高いと

思われること。 

 2 点目に、夕張市まちづくりマスタープランにお

いて拠点複合施設「りすた」のある清水沢地区が、

行政サービス機能及び教育機能の誘導区域に設定さ

れているということ。 

 3 点目に、新設する二つの窓口の設置場所を、本

庁舎とする理由が先ほどご答弁いただいたとおり人

的な理由なのですが、市民から見ると役所の都合だ

とその連携という部分もあろうかと思います。児童

相談所につながなければいけない案件があるだとか、
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そういったことから、担当課の中にというような判

断基準もあったかと思うのですが、市民の目線から

いくと、市民の生活利便性向上を犠牲にした市民不

在の決定とも取れるのではないかという3つの理由

であります。 

 市長は市政執行方針の中で、町の将来像を描く中

で安心して暮らし続けることができるコミュニティ

ーの形成、維持が必要であると考えており、その中

でも医療や福祉、教育、子育て、商業などの暮らし

を支える機能を集積した生活利便性の高い拠点とな

る地区を形成し、居住の誘導を図っていくことが重

要だと捉えているというふうに述べられています。 

 また、さきに、教育長等に対する質問の中でもや

り取りがありましたとおり、現在、拠点複合施設「り

すた」のにぎわい創出を主として目指しているはず

です。 

 供用開始から本日に至るまで、新型コロナウイル

ス感染拡大の影響もあってなかなか予定どおりとは

いきませんでしたが、児童館的機能や子育て支援機

能を充実させてきたことが少しずつ市民の中にも浸

透してきている今、子育て世代包括支援センター及

び子ども家庭総合支援拠点を「りすた」ではなく市

本庁舎に設置するということは、この流れに逆行し

ていると考えられますし、私個人的にはその市民目

線で見れば、政策に矛盾があるとさえ感じています。 

 子ども・子育てに関することは「りすた」に行け

ばいろいろな手続ができるし相談窓口もある。学校

も清水沢地区に集中していて、夕張で子どもを育て

るなら清水沢地区で暮らしたほうが便利で安心だね

というふうに市民のみなさんが感じていただけるよ

うな行政体制を構築していくべきではないでしょう

か。 

 子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支

援拠点の設置場所の再考について市長の見解をお伺

いいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  本田議員の再質問にお答え

いたします。 

 ただいま、再質問いただきました拠点複合施設「り

すた」での事業の実施に係る私の考え再考を願えな

いかということでございますけれども、その点につ

いてご説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、議員ご指摘をいただいておりますとおり、

拠点複合施設「りすた」につきましては、ゆうばり

っ子ひろば、それから図書スペースなどもありまし

て、子育て世代への支援には本当に最適な環境であ

るというふうに考えております。 

 なお、先ほども答弁させていただいたところでご

ざいますが、本子育て世代包括支援センターの設置

に際しましては、保健師の配置が欠かせないという

ところがありまして、それが今回本庁舎の2階に設

置するということになった大きな理由であるという

ことは先ほども答弁させていただいたとおりでござ

います。 

 それで、まずこの現在のいわゆる市民サービスの

対応の在り方についてでございますけれども、まず

私としては令和3年度、このような形で取り進めを

させていただいて、その上で運用面あるいは市とし

ては市民のみなさんにご不便をおかけしないような

周知、連絡そういったものに努めさせていただきな

がら、令和3年度についてはこのような形で運用を

させていただきたい、そのように考えております。 

 その上で、令和3年4月には、今度は認定こども

園も開園をするという予定になってございます。そ

こでも当然のことながら、これまでもご説明をさせ

ていただいております子育て支援事業を行っていく。

そして、議員からもご指摘がありました相談窓口に

ついては、「りすた」に配置をする。ここをしっか

り連携していくということにしてございますので、

その新たな認定こども園との連携も含めて、まず、

この形で令和3年度運営をさせていただいて、その

中で市民のみなさんにはご不便をおかけしないよう

に市として対応していきたいとそのように考えてお

ります。 

●議長 小林尚文君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 
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●本田靖人君  非常に前向きなご答弁をいただけ

たのかなというふうに感じております。今回「りす

た」に設けられなかった理由としては、人的問題と

いうこともありましたが、実際には他の課もしくは

係との連携のことも考えますとスペース的な課題も

あるのかなとも感じています。 

 「りすた」は必要最低限の面積で効率よく運営で

きるようにという建物であります。そんな中に複数

の課が入るというのは非常に困難であることも理解

ができます。ただ、そういった役所の都合を最優先

するのではなくて、今後はぜひ可能な限り市民に寄

り添った利便性の高い行政サービスの提供、願わく

ば分野ごとにワンストップの窓口を創設してほしい

と、そこを目指すぐらいの方向性で市政運営に当た

っていただければというふうに考えております。先

ほどの市長のご答弁非常に前向きでしたので、今後

も期待して参りますので、ひとつよろしくお願いい

たします。 

 以上で、私の質問を終わります。 

●議長 小林尚文君  以上で、本田議員の質問を

終わります。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思

います。これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、本日はこれで延会いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

   午前１１時５７分 延会 
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